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市民相談 福祉なんでも相談

生活困窮者の相談

市民相談 福祉総合相談窓口

消費生活センター

長門市社会福祉協議会

　日常生活上の様々な問題に関することに
ついて、相談に応じます。相談内容によっ
て、担当部署や適切な機関につないでいま
す。

　消費者と事業者との間に生じた商品やサー
ビスに関する苦情などについて、専門の消費
生活相談員が、中立・公正な立場で相談に対
応しています。

　どこに相談すると良いかわからない福祉
的な相談について総合的に受け止め、適切
な支援機関につないでいます。
　また、単独の支援機関では解決が困難な
人の課題に対し、多機関協働で解決に向け
た支援を行います。

　就労に向けた準備が必要な人、住居を失った
人、家計から生活再建を考える人など、生活困
窮者の相談に対応し、関係機関との連絡調整を
行っています。

　子ども、障害、高齢、生活困窮などの属性に応
じて、それぞれの機関が相談対応を行っています
が、その相談の内容はさまざまです。中には複数
の課題があるため解決が困難なものもあります。
多様化する相談に対して、各種サービスの利用や
より良い連携、制度のはざまにある課題への対応
は欠かすことができません。
　既存の相談支援機関が、基本的な役割を持ちな
がら、相談を受け止め、適切な機関へ支援をつな
げていく体制を整備しました。

① 相談支援の体制づくり
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急
速
に
進
む
人
口
減
少
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
に
加
え
、
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
に
お
け

る
生
活
課
題
は
複
雑
・
多
様
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
た

め
に
、
本
年
３
月
に
第
４
次
長
門
市

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
共
生
社

会
の
理
念
を
理
解
し
、
地
域
の
中
で

助
け
あ
い
支
え
合
う
ま
ち
の
姿
を
追

い
求
め
る
も
の
と
し
、「
共
に
見
守

り
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
」「
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
一

人
ひ
と
り
に
優
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
」
を
３
つ
の
基
本
目
標
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
総
合
的
な
相
談

体
制
・
支
援
機
能
の
充
実
を
図
り
、

全
世
代
に
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
た
め
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

☎22-8294

市民活動推進課内　☎23-1299

市民活動推進課内　☎23-1115

高齢福祉課内　☎27-0035
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地
域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化
し

た
課
題
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
支
援

で
き
る
よ
う
、
左
記
の
３
つ
の
事
業

を
柱
に
、
重
層
的
か
つ
一
体
的
に
進

め
て
い
く
た
め
の
体
制
を
整
備
し
ま

し
た
。

①
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談
支
援
の
体
制
づ
く
り

子
ど
も
、
障
害
、
高
齢
、
生
活

困
窮
分
野
の
各
相
談
支
援
事
業

者
が
、
分
野
を
問
わ
ず
相
談
を

受
け
止
め
、
関
係
機
関
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
用
調
整
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
相
談
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
受
け
た

福
祉
的
な
相
談
に
つ
い
て
も
、

支
援
体
制
に
組
み
入
れ
、
相
談

支
援
体
制
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
機

能
を
強
化
し
ま
す
。

②
参
加
支
援
の
促
進

既
に
あ
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応

で
き
な
い
本
人
や
そ
の
家
庭
の

抱
え
る
課
題
に
合
っ
た
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
ま
す
。

③
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

世
代
を
超
え
て
住
民
同
士
が
交

流
で
き
る
多
様
な
居
場
所
を
確

保
し
、
地
域
活
動
が
生
ま
れ
や

す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
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子どもの相談

障害者・ひきこもりに関する相談

　妊娠・出産への不安や子育
ての悩みや相談に対応しま
す。出産前後に特に支援が必
要な母子には各種サービスの
利用調整を行っています。

東地域包括支援センター

西地域包括支援センター

地域包括支援センター

　地域のすべての子どもとその家庭や妊産婦な
どを対象に、安心して子どもが育てられるよ
う、専門的な相談対応や訪問を行っています。

　高齢者本人の健康状態や暮らしの状況に応じたサービ
スを適切に利用でき、家族の介護の負担が大きくならな
いよう相談に対応しています。

　地域における障害者などの暮らしの充実を目
的に、本人の状態に応じたサービスが適切に利
用できるように相談に対応します。

高齢者の相談

深川・俵山地区

日置・油谷地区

通・仙崎・三隅地区

　既にあるサービスでは対応できない本人やその家庭の抱える課題を把握し、本人やその家
庭に合った参加支援メニューをつくります。
　具体的には、居住が安定していない人の住まいを確保し、地域社会に適応できるよう見守
ることで、社会参加につながる支援などを行います。

② 参加支援の促進

産前産後サポートステーション

子ども家庭総合支援拠点

基幹相談支援センター

油谷保健福祉センター内　☎33-2020

地域医療連携支援センター内　☎27-0410

高齢福祉課内　☎23-1244

長門市保健センター内  ☎27-0077

子育て支援課内　☎23-1225

地域福祉課内　☎23-1243

長門市広報 知っちょこ長門市広報 知っちょこ77



　地域にある幅広いサービスを把握し、世代を超えて住民同士が交流できる多様な居場所を整備し、
交流・参加の場を通じ、多様な地域活動が生まれやすい環境を整備します。

③ 地域づくりに向けた支援

子育て支援センター 地域活動支援センターたけのこ村

いきいき百歳体操

　子どもを遊ばせながら、子育ての相談や仲間との
情報交換ができる場所として、市内に７箇所設置し
ています。
・みのり保育園子育て支援センター
・三隅保育園子育て支援センター
・日置子育て支援センター
・油谷子育て支援センター
・子育て支援センターみすゞ
・深川幼稚園にこにこくらぶ
・あおい幼稚園あおいクラブ

　障害のある人やひきこもりの状態にある人の社
会参加への第一歩を踏み出すための場所です。

　手首や足首におもりをつけ、椅子を使って行う
体操です。地域包括支援センターでは週1回・5名
以上のグループにおもりの貸出や体力測定、理学
療法士による定期的な指導などを無料で支援して
います。

生活支援コーディネーター
　介護予防・生活支援サービスなど、高齢者を支え
る地域の支え合いの体制づくりを担っています。

　看護師や保健師などの資格を持った支援員が、
地域内の見守り活動を行っています。地域課題の
発見・解決など、地域福祉の向上に向けた活動に
取り組みます。

福祉エリア支援員

　

地
域
共
生
社
会
と
は
、
す
べ
て
の

ひ
と
び
と
が
地
域
や
暮
ら
し
、
生
き

が
い
を
共
に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
現

在
、福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
し
て
、

介
護
保
険
や
障
害
福
祉
、
子
育
て
支

援
な
ど
、
分
野
ご
と
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住

民
が
役
割
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
活

躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

成
し
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
協
働
し
て

助
け
あ
い
、
支
え
あ
い
な
が
ら
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

人
口
が
減
少
し
、
高
齢
化
が
進
行

す
る
な
か
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
深

ま
る
よ
う
、
行
政
、
民
間
団
体
、
地

域
住
民
が
協
働
し
、
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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各地区社会福祉協議会
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